
(1) 第 15 号    2017 年 2 月 1 日 

≪高田教区宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要≫   2018年 4月 18日～21日【高田別院】 

4月 23日～24日【新井別院】 

御 遠 忌 通 信 

 

こ
の
度
、
教
区
御
遠
忌
推
進
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
当
初

か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
故
堀
前
恵
裕
氏
の
後
任
と
し

て
儀
式
法
要
部
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

当
部
会
で
は
、
高
田
・
新
井
両
別
院
で
厳
修
予
定
の
教
区
御

遠
忌
法
要
、
並
び
に
別
座
で
厳
修
予
定
の
高
田
別
院
大
門
落
慶

法
要
、
新
井
別
院
本
堂
屋
根
修
復
落
慶
法
要
等
に
関
わ
る
儀
式

全
般
を
担
当
し
、
法
要
次
第
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
も
ほ

ぼ
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
中
日
（
４
月
22
日
）

の
記
念
大
会
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
音
楽
法
要
に
つ
い
て
詰

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

式
次
第
決
定
後
、
高
田
・
新
井
両
別
院
を
会
場
に
、
交
互
に

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
「
御
遠
忌
声
明
講
習
会
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
参
加
者
は
外
陣

げ

じ

ん

方
（

れ

つ

ざ

列
座

※

１

 
 

・
じ
ゅ
ん
ど
う
し
ゅ
う

准
堂
衆

※

２

 
 

 
 

）
ば
か
り
で
、

一
般
内
陣

な

い

じ

ん

出
仕

し

ゅ

っ

し

者
の
参
加
者
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
声
を

出
す
外
陣
方
中
心
の
習
礼
と
な
り
ま
す
が
、
内
陣
出
仕
予
定
者

も
ち
ょ
う
し
ょ
う

調
声

※

３

 
 

、
じ
ゅ
ん
さ
ん

巡
讃

※

４

 
 

（
八

ゆ

り淘
※

５

・
十
淘
）、
和
讃
本
の
扱
い
等
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
普
段
慣
れ

て
い
な
い
作
法
に
慣
れ
る
意
味
で
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
各
組
で
「
正
信
偈
（
緑
本
）
の
お
稽
古
」
も
始
ま
り
、

ご
門
徒
の
教
区
御
遠
忌
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
団
参
に
当
た
っ
て
い
る
日

が
「
緑
本
」
を
使
わ
な
い
日
な
の
に
「
練
習
を
す
る
意
味
が
あ

る
の
か
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
御
遠
忌
の
た
め
だ
け
の

「
正
信
偈
の
お
稽
古
」
で
は
な
く
、
真
宗
門
徒
と
し
て
、
こ
の

教
区
御
遠
忌
を
機
縁
に
正
信
偈
を
修
得
す
る
意
義
を
改
め
て
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

あ
と
一
年
数
カ
月
後
に
迫
っ
た
両
別
院
で
開
催
さ
れ
る
教
区

御
遠
忌
、
教
区
人
一
丸
で
取
り
組
み
、
無
事
円
成
す
る
こ
と
を

願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

(

※
１)

列
座 

･･･

別
院
の
儀
式
声
明
を
担
う
者 

(

※
２)

准
堂
衆･･･

本
山
の
儀
式
声
明
を
担
う
堂
衆
に
准
ず
る
資
格
を
得
た
者 

(

※
３)

調
声 

･･･

お
勤
め
の
際
、
主
と
な
り
最
初
に
声
を
発
す
る
者 

(

※
４)

巡
讃 

･･･

内
陣
出
仕
者
の
内
６
名
（
又
は
３
名
）
が
一
人
ず
つ
、
順
番
に
和
讃
の
一
句

目
を
発
す
る
こ
と 

(

※
５)

淘 
 

･･･

当
派
で
は
、
二
淘
・
三
淘
・
五
三
淘
・
五
淘
・
八
淘
・
十
淘
・
十
二
淘
が
あ
り
、

法
要
の
軽
重
に
よ
り
使
い
分
け
る 
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第
１
回
お
待
ち
受
け
大
会
報
告 

◆
第
１
・
２
・
３
組
〔
西
部
地
区
〕 

２
０
１
６
年
９
月
25
日 

於
・
第
１
組
西
性
寺 

【
講 

師
】
橋
本 

真
氏
（
能
登
教
区
駐
在
教
導
） 

【
講 

題
】
「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か
～
た
ず

ね
よ
う 

真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
副 

題
】
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
に
で
も
」 

【
参
加
者
】
約
60
名 

【
要 

旨
】
副
題
が
成
り
立
つ
の
が
念
仏
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
時
を
選
び
、
場
を
選
び
、
人
を
選
ん
で
し
ま

う
。
そ
し
て
私
自
身
こ
そ
が
選
ば
れ
た
者
で
あ
り
た
い

と
欲
し
て
い
る
。
こ

の
お
待
ち
受
け
は
、

そ
の
よ
う
な
我
が
身

に
気
付
く
基
点
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
歩
み

を
は
じ
め
る
起
点
で

あ
り
、
そ
う
い
う
私

が
今
を
生
き
て
い
る

と
い
う
足
元
に
帰
る

帰
点
で
あ
る
。 

【
所 

感
】
お
待
ち

受
け
と
は
何
か
。
そ

れ
は
御
遠
忌
を
な
ぜ

勤
め
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
と
同
時

に
「
今
の
私
は
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
。
私
に
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
お
念
仏
の
教
え

と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
。」 

と
い
う
こ
と
を
確

か
め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。
参
加
さ
れ
た

ご
門
徒
の
方
々
か
ら
も
、
聞
き
や
す
く
分
か
り
易
い
話

で
あ
っ
た
と
い
う
声
と
共
に
、
参
加
者
の
少
な
さ
を
ご

指
摘
い
た
だ
い
た
。
ご
門
徒
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
前
回
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
聴
聞
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
繁
原 

立
） 

◆
第
４
・
５
・
８
組 

２
０
１
６
年
10
月
29
日 

於
・
高
田
別
院 

【
講 

師
】
井
上 

円
氏
（
第
13
組
淨
泉
寺
） 

【
講 

題
】
「
問
い
か
ら
始
ま
る
教
え
」 

【
参
加
者
】
１
７
３
名 

【
要 

旨
】
講
題

に
あ
る
〝
問
い
〟

と
は
、
今
の
自
分

を
問
う
、
そ
し
て

思
わ
ず
し
て
し
ま

う
、
つ
ぶ
や
き
の

よ
う
な
問
い
で
あ

る
。
そ
の
答
え
探

し
に
お
い
て
、
我

が
身
を
通
し
て
考

え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
真
宗
の

教
え
は
問
い
が
起

点
と
な
る
。 

【
所 

感
】
３
ヵ

組
合
同
の
大
会
で

ス
タ
ッ
フ
長
を
任
さ
れ
、
果
た
し
て
成
功
す
る
の
か
不

安
で
仕
方
が
な
か
っ
た
が
、
実
行
委
員
長
は
じ
め
ス
タ

ッ
フ
に
支
え
ら
れ
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
課
題
は
当
然
残

っ
た
が
、
次
に
繋
が
る
心
地
よ
い
大
会
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
心
地
よ
さ
の
要
因
は
講
師
か
ら
の
問
い

や
、
寺
院
と
ご
門
徒
が
一
体
と
な
っ
た
正
信
偈
の
勤

行
、
さ
ら
に
は
来
場
者
全
員
の
声
が
響
き
渡
っ
た
御
遠

忌
ソ
ン
グ
「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
の
子
守
歌
」
の
合
唱
が

心
に
響
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
横
山
英
一
） 

◆
第
６
組  ２

０
１
６
年
11
月
８
日 

於
・
高
田
別
院 

【
講 

師
】
藤
島 

直
氏
（
第
１
組
圓
照
寺
） 

【
講 

題
】「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か
～
た
ず

ね
よ
う 

真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
参
加
者
】
約
１
０
０
名 

【
要 

旨
】
生
活
に
お
い
て
、
何
の
た
め
に
生
き
る
の

か
と
い
う
問
い
に
で
あ
い
、
身
の
事
実
と
真
向
か
い
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
絶
望
し
か
な
い
が
、
絶
望
の
中
に
私

を
生
か
そ
う
と
す
る
は
た
ら
き
の
声
を
聞
く
こ
と
の
大

切
さ
。
宗
祖
も
釈
迦
も
七
高
僧
も
自
分
の
前
に
い
る
の

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
歩
い
て
行
け
と
後

押
し
し
て
く
れ
る
こ
と
。 

【
所 

感
】
勤
行
は
、
正
信
偈
の
お
稽
古
を
受
講
さ
れ

た
方
々
も
多
く
、
お
稽
古
の
時
以
上
に
声
が
揃
い
、
御

遠
忌
を
い
つ
迎
え
て
も
い
い
と
思
う
く
ら
い
の
迫
力
。

法
話
は
、
昨
年
の
真
宗
講
座
の
講
師
で
、
わ
か
り
や
す

い
お
話
で
笑
い
を
誘
っ
て
の
講
演
。
改
め
て
教
区
御
遠

忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
真
宗
門
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
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こ
の
ご
縁
に
対
し
て
感
謝
し
、
寺
院
と
門
徒
と
の
関
わ

り
合
い
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
岸
波
敏
夫
） 

◆
第

11
・

12
・

13
組
〔
東
部
地
区
〕 

２
０
１
６
年
10
月
１
日 

於
・
安
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

【
講 

師
】
鷲
嶺
紀
文
氏
（
第
８
組
延
壽
寺
） 

【
講 

題
】
「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か
～
た
ず

ね
よ
う 

真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
参
加
者
】
１
５
９
名 

【
要 

旨
】
こ
こ
で
い
う
〝
ど
こ
〟
は
場
所
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
場
所
は
、
時
代
を
背
景
と
し
て
い
る
場
所
で

あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
そ
の
場
所
で
何
を
依

り
処
に
、
ど
う
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

本
当
に
真
宗
門
徒
と
し
て
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
問

い
か
け
で
も
あ
る
。 

【
所 

感
】
講
師
は
、
高
田
教
区
御
遠
忌
テ
ー
マ
を
決

め
た
委
員
会
に
所
属
さ
れ
、
講
義
か
ら
御
遠
忌
に
向
け

て
の
願
い
が
伝
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
人
の
真
宗
を
拠

り
処
と
す
る
門
徒
と
し
て
自
己
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け

を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
大
会
を
通
し
、
私

た
ち
が
拠
り
処
と
す
る
真
宗
の
教
え
を
今
こ
う
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
方
の
支
え

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
。
真
宗
の
教
え
を
こ
れ
か
ら
も
、
門
徒
の
方
と
一
緒

に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

（
岩
崎 

歩
） 

第
２
回
お
待
ち
受
け
大
会
情
報
（
予
定
） 

◆
第
１
・
２
・
３
組
〔
西
部
地
区
〕 

日
時 

４
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時 

会
場 

第
２
組
善
正
寺
（
糸
魚
川
市
大
和
川
） 

講
師 

橋
本 

真
氏
（
能
登
教
区
駐
在
教
導
） 

◆
第
４
・
５
・
８
組 

日
時 

４
月
29
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分 

会
場 

高
田
別
院 

講
師 

祖
父
江
佳
乃
氏
（
名
古
屋
教
区
有
隣
寺
） 

◆
第
６
組 

日
時 

４
月
19
日
（
水
）
14
時
～
16
時
30
分 

会
場 

高
田
別
院 

講
師 

北
條
賴
宗
氏
（
第
６
組
照
行
寺
） 

◆
第
７
組 

日
時 

５
月
８
日
（
月
）
13
時
30
分
～ 

会
場 

新
井
別
院 

講
師 

四
衢 

亮
氏
（
高
山
教
区
不
遠
寺
） 

◆
第
11
・
12
・
13
組
〔
東
部
地
区
〕 

日
時 

４
月
16
日
（
日
）
14
時
～
16
時
30
分 

会
場 

吉
川
多
目
的
集
会
所
（
吉
川
区
原
之
町
） 

講
師 

草
間
法
照
氏
（
三
条
教
区
勝
覺
寺
） 

 

 

 

 

 

このたび、高田別院大門

御修復工事完了に伴い、１

月 11 日に施工業者の北野・

清水組特定建設工事共同企

業体から、契約書通り完了

したことを確認する工事引

渡書が手交された。 

高田別院大門御修復工事完了 
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部
会
・
委
員
会
等
進
捗
状
況 

【
儀
式
法
要
部
会
】 

第
14
回 

期
日 

２
０
１
６
年
９
月
８
日 

部
会
長
の
互
選
、
音
楽
法
要
に
つ
い
て
協
議
。 

第
15
回 
期
日 

２
０
１
６
年
12
月
19
日 

稚
児
、
音
楽
法
要
に
つ
い
て
協
議
。 

【
団
体
参
拝
計
画
小
委
員
会
】 

第
４
回 

期
日 

２
０
１
６
年
11
月
15
日 

団
体
参
拝
計
画
に
つ
い
て
協
議
。 

【
受
入
計
画
小
委
員
会
】 

第
１
回 

期
日 

２
０
１
６
年
11
月
18
日 

受
入
業
務
に
つ
い
て
協
議
。 

【
参
拝
部
会
】 

第
６
回 

期
日 

２
０
１
６
年
12
月
13
日 

受
入
計
画
に
つ
い
て
協
議
。 

【
教
化
部
会
】 

第
６
回 

期
日 

２
０
１
６
年
11
月
17
日 

お
待
ち
受
け
の
反
省
。
和
讃
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
②
、

御
遠
忌
講
師
や
表
白
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
。 

【
財
務
部
会
】 

第
９
回 

期
日 

２
０
１
６
年
12
月
９
日 

特
別
懇
志
、
記
念
品
、
総
予
算
に
つ
い
て
協
議
。 

【
常
任
委
員
会
】 

第
14
回 

期
日 

２
０
１
６
年
10
月
17
日 

各
部
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
。 

【
広
報
実
行
委
員
会
】 

第
27
回 

期
日 

２
０
１
６
年
11
月
９
日 

第
28
回 

期
日 

２
０
１
６
年
12
月
21
日 

御
遠
忌
通
信
第
15
号
の
内
容
を
編
集
。 

＊
＊
完
納
御
礼
＊
＊ 

高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御

遠
忌
懇
志
金
を
ご
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
こ
に
、
ご
完
納
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寺

院
名
を
ご
披
露
し
、
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

第
１
組 

廣
傳
寺 

第
２
組 

來
遊
寺 

東
浄
法
寺 

第
３
組 

明
了
寺 

本
廣
寺 

大
泉
寺 

淨
念
寺 

第
４
組 

西
勝
寺 

慈
圓
寺 

敬
音
寺 

第
５
組 

覺
真
寺 

第
６
組 

蓮
受
寺 

第
７
組 

速
念
寺 

道
因
寺 

慶
樂
寺 

覺
願
寺 

福
因
寺 

法
泉
寺 

第
８
組 

長
念
寺 

淨
音
寺 

第
11
組 

寳
惠
寺 

高
源
寺 

第
12
組 
明
善
寺 

延
慶
寺 

光
圓
寺 

敎
念
寺 

敬
泉
寺 

第
13
組 

照
專
寺 

（
２
０
１
６
年
９
月
１
日
～
12
月
31
日
） 以

上
28
ヵ
寺 

な
お
、
右
記
を
含
め
12
月
31
日
現
在
の
完
納
寺
院

は
２
０
４
ヵ
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も

61
ヵ
寺
か
ら
懇
志
金
を
ご
進
納
い
た
だ
い
て
お
り
、
収

納
総
額
は
２
億
１
０
９
５
万
３
６
０
０
円
（
御
依
頼
額

の
82
．
９
％
）
で
す
。 

今
回
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
、

御
遠
忌
お
待
ち
受
け
大
会
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
で
も

あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
各
講
師

に
よ
る
御
遠
忌
テ
ー
マ
を
題
と
し
た
講

義
に
よ
り
、
そ
の
テ
ー
マ
の
ね
ら
い
が

徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
後
第
２
回
、
３
回
と

続
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
お

待
ち
受
け
大
会
は
当
然
御
遠
忌
へ
向
け

て
の
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
御
遠
忌

円
成
後
の
、
将
来
の
教
化
方
針
等
を
見

据
え
て
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
紙
面
で
も
そ

の
役
割
が
少
し
で
も
果
た
せ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
岩
崎 

修
） 

各ブロックお待ち受け大会、その他

行事等、または教務所窓口で販売し

ております。大口注文は注文用紙を

ご利用下さい。（御遠忌特設サイト

でもダウンロードできます） 

http://takada-kyoku.jp/goenki/

